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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公開番号】特開2012-133338(P2012-133338A)
【公開日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-027
【出願番号】特願2011-255169(P2011-255169)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂、ワックス及び無機微粒子を含有するトナー粒子を有するトナーであって、
　該トナー粒子の表面には、熱風による表面処理により固着された該無機微粒子が存在し
ており、
　該トナーは、ＡＴＲ法を用い、ＡＴＲ結晶としてＧｅ、赤外光入射角として４５°の条
件で測定し得られたＦＴ－ＩＲスペクトルにおいて、２８４３ｃｍ－１以上２８５３ｃｍ
－１以下の範囲の最大吸収ピーク強度をＰａ、１７１３ｃｍ－１以上１７２３ｃｍ－１以
下の範囲の最大吸収ピーク強度をＰｂとし、
　ＡＴＲ法を用い、ＡＴＲ結晶としてＫＲＳ５、赤外光入射角として４５°の条件で測定
し得られたＦＴ－ＩＲスペクトルにおいて、２８４３ｃｍ－１以上２８５３ｃｍ－１以下
の範囲の最大吸収ピーク強度をＰｃ、１７１３ｃｍ－１以上１７２３ｃｍ－１以下の範囲
の最大吸収ピーク強度をＰｄとしたときに、下記式（１）の関係を満たすことを特徴とす
るトナー。
１．２０≦Ｐ１／Ｐ２≦２．００ ・・・ 式（１）
［該式（１）において、Ｐ１＝Ｐａ／Ｐｂ、Ｐ２＝Ｐｃ／Ｐｄである。］
【請求項２】
　前記ワックスは、示差走査熱量分析装置（ＤＳＣ）で測定される昇温時の吸熱曲線にお
いて、温度３０℃以上２００℃以下の範囲に存在する最大吸熱ピークのピーク温度が５０
℃以上１１０℃以下であることを特徴とする請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記ワックスは、炭化水素系ワックスであることを特徴とする請求項１または２に記載
のトナー。
【請求項４】
　画像処理解像度５１２×５１２画素（１画素あたり０．３７μｍ×０．３７μｍ）のフ
ロー式粒子像測定装置によって計測された前記トナーの、円相当径０．５０μｍ以上３９
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．６９μｍ未満の全粒子に対する、０．５０μｍ以上１．９８μｍ未満の粒子の割合が１
５．０個数％以下であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のトナー
。
【請求項５】
　前記結着樹脂がポリエステル樹脂であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項に記載のトナー。
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